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改正債権法施行、不動産最適活用で
　　　　　不動産業は新しいステージへ

　新年の年頭にあたり、ご挨拶申し上げます。

　昨年は、「平成」から「令和」と時代が変わり、

ラグビーワールドカップにて日本が「O
ワ ン

NE 

T
チ ー ム

EAM」のもと、栄えあるベスト 8に輝き、国

民に感動を与えました。また、台風に伴う暴風雨、

豪雨により全国の広範囲な地域で住宅の浸水など、

甚大な被害を被り、あらためて自然災害の脅威を

感じた年でもありました。

　10月より消費税が10％となりましたが、不動産

業界においては住宅ローン減税や住まい給付金制

度などにより需要の反動減が抑えられました。し

かしながら、米中貿易摩擦や英国のEU離脱問題

等により景況感は先行き不透明であります。

　折しも本年 4月からは民法の債権法が改正施行

され、より契約概念を重視した取引が求められま

す。本会としては既に昨秋より改訂版書式に係わ

るWEB研修、ガイドブックの作成など万全の対

応をとると共に、本年 6月にはクラウド型WEB

書式作成システムを稼働させる予定としており

ます。

　また、昨年末の税制改正で創設された「低未利

用地の譲渡に係わる100万控除制度」も施行され

ます。本件は一昨年、昨年と安倍総理、菅官房長

官との対談で訴え続けてきた大きな成果と自負し

ております。昨年策定された国交省「不動産業ビ

ジョン2030」でも「不動産をたたむ」概念が記載

されました。これにより土地が有効活用され、地

方での所有者不明土地や空き地対策の解決の一助

となることを大いに期待しております。

　我々ハトマークグループは、「みんなを笑顔に

するために」引き続き会員の安心安全な不動産取

引をサポートするため、各種事業を実施して参る

所存です。

　終わりに、東京オリンピック・パラリンピック

が開催されます2020年が皆様にとって良き年とな

ることを祈念し、新年のご挨拶とさせていただき

ます。
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